
○ ⽔稲及び露地野菜による栽培試験を通じて、下⽔汚泥資源由来の液肥散布に係る作業時間及びコ
スト（⼈件費、輸送・貯留に要する費⽤）等を把握。
○ これらの施⽤上の特徴を踏まえ、⽣産者及び消費者へアンケート調査を実施し、事業化可能性を評価。
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【構成員】

回収リン（MAP）の液肥化

令和６年度実証成果

下⽔汚泥資源の活⽤促進に係るMAP混合液肥の製造利⽤技術に
関する実証【⼤分県】

 下⽔汚泥資源の肥料利⽤の拡⼤に向け、粒状のみならず新たな利⽤⽅法の確⽴が必要。
 下⽔汚泥資源由来の液肥の肥効を解明するとともに、施⽤に係るコストや施⽤上の特徴を

把握。また、⽣産者の利⽤意向や消費者の受容度に関するアンケート調査を⾏い、事業化
可能性を評価。

今後の取組

濃縮バイオ液肥の製造

MAP混合液肥による栽培実証(⽔稲) MAP混合液肥による栽培実証(ピーマン)

⽬
標

 微粉砕した回収リンを分散剤を⽤いて液肥化し、
粒⼦が30分以上沈殿しない状態での散布。

 微粉砕したMAP粒⼦（99%が10μm以下）が30分以上
沈殿せず、ブームスプレーヤで散布可能であることを
確認。［検証終了］

粒状MAP 液状MAP

⽬
標

 メタン発酵消化液の含有窒素を10倍濃縮。
 養液栽培⽤濃縮液肥の製造に向けた⾼濃度アンモ
ニア態窒素の硝化。

 回収リン（MAP）液肥と濃縮バイオ液肥による
MAP混合液肥を⽤いた試験栽培において、慣⾏区
と同等以上の収量。

 ブームスプレーヤにより基肥散布を、流し込み施肥に
より追肥散布を実施。

 試験区（基肥＋追肥）と慣⾏区（基肥⼀発施⽤）にお
いて、収量の有意差無し。

⽬
標

⽬
標

 全量かん⽔施肥栽培により試験実施（ドリップチュー
ブ内の⽬詰まりの発⽣無し）。

 試験区と慣⾏区において、収量の有意差無し。

 回収リン（MAP）液肥と濃縮バイオ液肥による
MAP混合液肥を⽤いた試験栽培において、慣⾏区
と同等以上の収量。

≪取組状況≫ ≪取組状況≫

≪取組状況≫ ≪取組状況≫

 パイロットプラントを設置し、メタン発酵消化液由来
の濃縮バイオ液肥を製造。

 肥料成分（N-P-K）
:（濃縮前）0.14-0-0.09 →（濃縮後）1.4-0-0.9。

ブームスプレーヤによる散布 左︓試験区（MAP混合液肥）、右︓慣⾏区

メタン発酵消化液 濃縮バイオ液肥 設置されたパイロットプラント


